






























































理センター、本部事務局など、文教地区 9箇所、坂本地区 3箇所である。附属 4校園、水
産学部附属水産実験所等にも整備される。その他に、工学部、片淵地区などネットワーク
の整理、拡充、高速化を行うところが数カ所ある。
今回の予算で、各部局に合計230台の HUBlを設置することにしている。 1台の HUBに
1電話機のジャックと同じ様にパソコンを接続し、デ}タの出し入れを行う装置。パソコンに数万円のボー
ドを差込み、このボードと HUBとの聞を電話線のようなより線で接続することにより、パソコンをネット
ワークに接続することができる。
2 
付
属
資
料
「
長
崎
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
概
念
図
j
文
教
地
区
片
淵
地
区
心
J
熱
帯
医
学
研
究
所
附
属
医
学
部
附
属
原
爆
被
災
熱
帯
性
病
原
体
感
染
動
物
実
験
施
設
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
機
器
凡
例
@
モ
デ
ム
③
光
レ
ピ
ー
タ
回
F
D
D
I
ブ
ル
ー
タ
国
リ
モ
ー
ト
ブ
ル
ー
タ
I
r
l
回
線
接
続
ル
ー
タ
及
び
学
外
接
続
ル
ー
タ
@
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
タ
図
既
設
機
器
←
ー
ー
・
部
局
内
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
(
一
部
既
設
)
通
信
手
段
凡
例
¥
構
内
回
線
h
、
専
用
線
or
司、
I
S
D
N
8台のパソコンを接続することができるので、最大 1840台のパソコンをネットワークに接
続することができる。
ネットワークサーバー
総合情報処理センター内に、ネットワーク全体を統合制御するサーバーおよび学外との
通信を中継制御するサーバーを設置する。
FDDIブルータが置かれる部局、センタ一等にはネットワークの分散管理するためのサー
ノてー(事実上は EWS)を配置する。特に付属図書館、付属図書館医学分館、片淵地区に置
かれるサーバーについては、データベースサービス用マシンとして利用されることを考慮
し、ハードディスクや CDROM装置など周辺機器を増強している。
また本部事務局には、事務用サーバーを設置している。
4 長崎大学キャンパス情報ネットワークの運用について
長崎大学キャンパス情報ネットワークの管理、運用は全学で行うべきものである。
附属図書館では、文献情報データベースのサーピスを運用管理サーバーを利用して提供
する計画である。また、庶務文書等を事務用サーバーを用いて各部局事務室に送付される
予定と聞いている。各部局には部局LANや分散制御用サーバーが設置されている。
これらのサーバーや部局LANの管理、運用は、当該部局で行う必要があり、それらを
有効に活用するための運用規則の整備を各部局で行うことが必要である。
同時にこれらのサーバーや部局 LANは、全体が一つに繋がっており、これらのネット
ワークの運用管理は、大学全体で協力し、調整しながら進めていく必要がある。その取り
まとめ役として、当面総合情報処理センターがその重要な役割を果たすべきことは勿論で
ある。
5 最後に
今回のネットワーク設備の予算は約 3億円であり、月額レンタル予算に換算すると、約
600万円に相当する。現在の計算機システムの月額レンタル予算が 1200万円であり、セン
ターが管理すべき情報システムが 1.5倍に増え、それが全学に分散配置されることにな
るo 当然、システムの運用管理のための運用経費、保守経費さらにはマンパワーが必要に
なってくる。全学のご理解とご支援をお願いしたい。
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